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ビッグデータの現状と情報社会への影響 

～情報システム学の意義を踏まえて～ 
 

井上 健太郎 

 

    この記事は，第7回情報システム学会シンポジウム（2014.5.17）における 

シンポジウム講演の口述内容をまとめたものです。 

  

1. はじめに 

ビッグデータ関係の講演をするのは、実はも

う 5～6 回目です。ユーザーの活用事例を主に

報道する「情報ストラテジー」にいた経験が長

いので、私はビッグデータに関してはユーザー

寄りの視点で見ています。ですので、時にはベ

ンダーの動きに対して少し斜に構える発言が

あって、「おや？」と思うところがあるかもしれ

ません。ユーザー側の視点でマネジメントにど

ういう影響が及ぶのか、あるいはなぜマネジメ

ントがうまくかみ合わないのかという視点で見

ているので、そういう人間が話しているのだと

思っていただけると幸いです。 

まず会場の空気を知りたいので、皆さんに質

問させていただきます。 

1.1 「ビッグデータ」という言葉 

 「ビッグデータ」というのは、あなたにとっ

てどんな言葉でしょうか。選択肢を四つ提示さ

せていただきました。 

 「わくわくする」言葉だと思われる方はどの

ぐらいいらっしゃいますか。3 人ぐらいですね。 

 では、「IT 業界の仕掛けた販促用語」であり、

ちょっと私は引いて見ていますという方はどの

ぐらいいらっしゃいますか。20 人ぐらいでしょ

うか。 

 「技術進化の象徴」であり、あくまで技術的

な話題として捉えているという方はどのぐらい

いらっしゃいますか。結構多いですね。先ほど

と同じぐらいです。 

 「その他」という方はいらっしゃいますか。

ちなみに、どんなイメージでしょうか。 

 

（フロア 1） バズワード。 

 

（井上） 2 番目に近い感じですね。大体 2 番

目と 3 番目が半々ぐらいでした。 

 私は、ビッグデータブームは Hadoop などの

OSS ツールの進化と、ネットサービス会社の隆

盛を背景として生まれてきた活用用語であり、

全く空虚な言葉ではないと思います。技術的な

裏付けがあるのです。 

 ただ、ネット企業特有の業務を通じて発展し

てきたデータ活用プロセスが未消化のまま、一

般企業に展開されている感じがあるのです。そ

の未消化さが企業によっては何か響かなかった

り、空回りしている感じだったり、関係ないと

いう感じだったりするのだと思います。 

 まず、そういうことがビッグデータに関する

ゆがみとしてあるということです。 
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2. 基礎知識 

2.1 定義 

 昨年、私が JISA の情報サービス産業白書で

ビッグデータのビジネスの動向について書いた

とき、ビッグデータの定義をこのような表にま

とめました。 

 

IDCジャ

パン 

少なくとも以下の一つを満たすデータ 

・100Tバイト以上の規模で収集される

データ 

・ハイスピードストリーミングによっ

て受けるデータ 

・毎年 60％以上の成長率で生成される

データ 

矢野経済

研究所 

①非常に大容量であるため処理や分析

に特別な技術を要するデータ、②デー

タベース、文書、音声、映像などを含

む多様な種類のデータ、③極めて高頻

度で発生し超高速に処理されるデー

タ、の三要素のいずれかを含むデータ

を総称する 

ガート

ナー 

ジャパン 

高度な洞察、意思決定、プロセス自動

化のために、コスト効果が高く革新的

な形態の情報処理が求められる、大量、

高速、多様性の特徴を 1 つ以上備える

情報資産 

野村総合

研究所 

特になし（調査を担当する研究員の担

当分野に応じて異なる） 

 

 IDC Japan では、大きいデータ、またはハイ

スピードストリーミング、成長率の高いデータ

のいずれかという定義をしています。矢野経済

研究所では、大容量、または音声・映像等を含

む多様なもの、または高頻度で発生し高速で処

理されるデータという定義をしています。ガー

トナージャパンでも似たような定義をしていま

す。野村総合研究所が、意外なことに調査員に

よって定義が違うということです。このぐらい

ビッグデータに関する定義は実は混沌としてい

るということをお示しするためにまとめました。 

 「三つの V」（Velocity、Volume、Variety）

というのを聞かれたことがあると思います。高

速性と大容量さと多様性です。ただ、実際には

ビッグデータというタイトルがついた特集記事

でもこれら三つのVとは別な要素を持った事例

が強調されることもあります。データそのもの

がユニークだとか、分析に工夫があって高度で

あるとか、分析結果の業務への落とし込み方に

知恵があるとか、成果が明快であるといった要

素です。スモールデータよりビッグデータの方

が直ちに業績貢献度が高いと我々報道側も考え

ているわけではないので、ビッグデータ事例と、

いわばスモールデータ事例が混在した特集記事

も作られているというのが実情でしょう。 

2.2 ブームの特徴は温度差 

 最近、トーマス・H・ダベンポートさんとい

う有名人が『データ・アナリティクス 3.0』（邦

訳版は日経 BP 社）という本を出しました。そ

の本の中で、『ハーバード・ビジネス・レビュー』

の読者 1000 人にアンケートしたところ、「活用

している」が 28％、「自社にビッグデータに対

する戦略がある」が 23％、「自社内への影響を

検討済み」が 6％、「自社はビジネスへの役立て

方を理解している」が 3.5％だったと書いてあ

ります。ダベンポートさんが今のアメリカでは

データ活用が非常に進んでいるかというと、意

外とそうではないと正直に書いてくださってい

るのです。特に「自社内への影響を検討済み」

がアメリカでもたった 6％しかありません。 

 ガートナー ジャパンが昨年 5 月ごろ発表し

たデータ（http://www.gartner.co.jp/press/html

/pr20130513-01.html）は、2012 年 11 月時点

のアンケートに基づいており、「よく知ってい

る」というのは多少増えているのですが、「非常

に関心がある」というのは全体の 2.5％しかな

くて、「多少関心がある」を入れても実は結局 2

割もない。「全く関心がない」人が 2 割、バズ

ワードという「IT 業界のはやり言葉として冷静

に見ている」人が 6 割もいたということです。 

2.3 特徴 1 

 ビッグデータは大ブームであるかのように言
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われていますが、同時代的な盛り上がり方をし

ているようでしていない部分がありまして、雑

誌のアンケート結果を、回答者の属性別に見て

いると、けっこう「一般社員」「課長係長」「部

長」といった属性ごとに、時期によって別々な

動きをしています。ビッグデータという言葉は

恐らくアメリカと同時代的に日本に輸入された

ので、アーリーアダプターとレイトマジョリ

ティーの温度差が、時期によって比較的顕著に

出たのではないかと思います。これもビッグ

データの一つの特徴だと思います。 

 こうした温度差は、所属企業の会社の規模に

よっても生じています。例えば日本情報システ

ム・ユーザー協会（JUAS）から最近出た、「企

業 IT 動向調査 2014」の冊子を見ますと、売上

高 1 兆円以上の規模の会社では、母数は 38 件

ですが、約 7 割は前向きに捉えているとあり、

それ以下の規模の企業ではがくんとこの割合が

下がります。 

2.4 特徴 2 

 こうした温度差が背景にあるのだと思います

が、「IT 部門＝抵抗勢力説」というのが、最近

やたら強化されてしまった感があります。 

 JUAS の調査結果によると、ビッグデータに

対する捉え方を問うた設問において、「前向きに

捉える」IT 部門が約 2 割です。「しばらくは静

観」が約 5 割、「懐疑的に捉えている」が 7％、

「分からない」が 2 割ということで、そんなに

前向きではない。ただ、同じ調査で IT 部門に

自社の経営者の意識を尋ねたところ、「わからな

い」という答えが最多ではあるのですが、経営

者は自分たちよりもさらに前向きではないと考

えている IT 部門も多いようです。 

 これも「日経コンピュータ」の記事です

（http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/COLUMN

/20140221/538286/）。IT 部門の自己評価では、

抵抗勢力だと自覚しているのは約 4％しかいな

いのですが、利用部門にアンケートを取ると「う

ちの IT 部門は抵抗勢力だ」という人が 14.8％

いて、10 ポイントもギャップがあるのです。 

 最近、ベンダー等に私が取材しているときも

「ユーザーの IT 部門はビッグデータ活用推進

の抵抗勢力」というコメントが出ることが非常

に増えている印象があります。ちなみにこうし

た見方は、ビッグデータ周辺だけではなく、モ

バイル端末の活用推進の話題においても時々出

ます。 

2.5 特徴 3 

 もっとも、ビッグデータの活用推進に慎重な

人が多いのにもそれなりの理由があります。お

そらく主な要因は、具体的な活用情報、事例情

報が乏しいことでしょう。 

 JUAS の調査で「ビッグデータ活用における

課題」を問うた結果でも、「導入する目的の明確

化」が最多であり、活用目的がよく分からない

というユーザーが多いのです。活用すべき理由

をユーザーに納得させる事例情報が全然足りな

いということだと思います。 

 先ほど、ネット企業のデータ活用ぶりを見て

旗を振っても、一般企業がなかなか咀嚼できな

い、ということをちらっと申し上げました。

JUAS の調査を見る限り、一般企業ではビッグ

データとは何かについて、「顧客データ」「取引

データ」という回答が圧倒的に多く、「Web ア

クセスのログ」は意外と少ないのです。ネット

企業がソーシャルゲームなどの新サービスを立

ち上げてログデータをどんどん取得するのとは

まったく違ったスタート地点から、一般企業で

は「ビッグデータ活用」の検討が始まっている

ことがわかります。 

 その一方で、経営者が業績貢献を語ってくれ

る事例を、IT 業界はずっと探し続けています。 

 その一つはコマツでした。多分皆さんご存じ

だと思いますが、コマツには KOMTRAX とい

うシステムがありまして、ショベルカー等に

GPS やエンジンの稼働状態を知らせるセン

サーが付いており、無線でコマツに吸い上げて

います。その稼働状況を吸い上げて、メンテナ

ンスサービスの効率化、あるいは販売戦略に生

かしているということです。KOMTRAX のお

かげで中国の景気減速を未然に検知して対処で

きたという成果報告も、確か昨年の決算短信に
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は入っていました。 

ところが今年 1 月に日経新聞に「曇った千里

眼」という記事が出ました。インドネシアの景

気に関しては、KOMTRAX の神通力が通用し

なかったという内容です。その記事によると、

KOMTRAX だけでは市場の先行きを読むには

まだまだデータ不足で、インドネシアの為替

レートが想定外に変化したので、見通しが狂っ

たということのようです。ビッグデータ活用の

成功事例はなかなか長続きしていない状況です。 

 その一方でソフトバンクモバイルも昨年から

ビッグデータ活用を力強く語り始めました。ス

マホアプリの利用履歴を分析して、どこで電波

が混雑しているか、アンテナが不足しているか

をビッグデータで分析して、効率的にアンテナ

を設置できているので、顧客サービスの満足度

向上が比較的効率的にできますということを、

孫正義社長は言っています。 

このように経営者が力強くビッグデータ活用

を推してくれる事例がもっといろいろな業種か

ら出てくるといいのですが、実際は少ないので、

IT 業界も啓蒙に悩んでいるという状況だと思

います。 

3. Google Trendで見る流行度合い 

 ネット上に「Googleトレンド」というツール

があります。例えば Google トレンドのトップ

ページで「情報システム学会」を検索すると、

折れ線グラフが出てきます。Googleサーチでこ

のキーワードが検索された回数を時系列で表示

しています。 

 こういうものを使って、私は流行をよく見る

のです。 

3.1「ビッグデータ」関連 IT ツールの販

促をめぐる地殻変動 

 ビッグデータと、その関連用語を幾つか検索

してみました。「ビッグデータ」はアルファベッ

トの「bigdata」と、片仮名の「ビッグデータ」

と合わせた結果です。それから、「データサイエ

ンティスト」「Hadoop」。Hadoop というのは、

ビッグデータの処理でよく使われる分散バッチ

処理ソフトです。それから、よく最近話題にな

る「R 言語」、フリーウェアのデータ分析言語で

す。 

 「bigdata + ビッグデータ」は、大体 2011

年の初めぐらいから徐々に盛り上がって、2012

年で一定のレベルに達して、2013 年にまた一段

盛り上がったのですが、今のところ 2013 年夏

以降は伸び悩んでいます。 

 「Hadoop」は昨年あたりから下り坂です。 

 「データサイエンティスト」は、昨年の夏が

ピークで、これも直近は下り坂となっています。 

 「R 言語」は、あまり流行と関係なく一定数

の関心があるようです。 

 アメリカでの推移はこうではないのです。ア

メリカに限定して調べると、「Bigdata」と

「Hadoop」はひたすら右肩上がりで、勢いは

全く鈍っていません。 

 イギリスも調べてみましたが、大体同じよう

な感じです。「Hadoop」「Bigdata」「Data 

Scientist」いずれも右肩上がりです。ドイツは、

私はドイツ語が分からないので調べていません。 

 このような感じで、どうも日本だけが最近は

盛り上がり切っていない。特に「Hadoop」へ

の関心が下がってしまっているのは、日本の  

IT 業界の一つの問題点を暗示していると思い

ます。最近、IDC ジャパンが、OSSを積極的に

活用している会社の方が売上高は増加傾向だと

いう調査結果を出していました（http://www.i

dcjapan.co.jp/Press/Current/20140108Apr.ht

ml）。ネット企業が数台規模のクラスタリング

でデータを蓄積し、活用法を見いだしながら数

百~数千ノードのビッグデータ情報基盤を構築

するうえで、Hadoop のような OSS は非常に大

きな役割を果たして来ています。一般企業が H

adoop に関心がないとすれば、このこともビッ

グデータブームの足をひそかに引っ張っている

可能性があるかと私は考察します。 

 先ほど、「IT 部門＝抵抗勢力説」について触

れましたが、一部の IT ベンダーは既に、マー

ケティング政策を変え始めました。IT 部門を介

さずに利用部門に直接リーチするために、Sier

ではなく、別な業態の会社を販促パートナーと

して重視する動きが出ています。 
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 例えば、日本マイクロソフトがエクセルで

「power BI」というツールを出して、「ビッグ

データを民主化する」というキャッチフレーズ

で販促を始めているのですが、この販促のパー

トナーとなったのは、ソフトバンクグループの

マーケティング支援会社である Agoop、ソー

シャルメディア分析サービスのジー・サーチ、

モバイル系のユーザーの行動を分析する仕組み

を持つビデオリサーチインタラクティブなどで

す。今のところ提携相手はこうしたマーケティ

ング支援のベンチャーで、SIer は名前が挙がっ

ていません。MS の関係者に意図を確認したと

ころ、マーケティングの強化に関心の高い利用

部門に直接リーチしたいので、こうした新たな

パートナーを開拓しているとのことでした。 

 マイクロソフトと BI ツールで競合するウイ

ングアークも、最近はブレインパッドなどの

マーケティング系の会社と協力して営業したり

セミナーを開催したりしています。 

 ほかにもここ 2~3 年で、電通や博報堂と大手

IT ベンダーが協業するなどの動きもあり、販促

パートナーとしての SIer の存在感がビッグ

データの分野では、やや小さくなっているよう

に感じられます。 

 このような、いわば「IT 部門飛ばし」や「SIer

外し」がアメリカではどうなのかと思い、昨日

まで調べていたのですが、やはり多少はありそ

うです。最近出た「ハーバード・ビジネス・レ

ビュー」5 月号の「アナリティクス競争元年」

という特集の中に、「データの品質管理は IT 部

門に任せるな」という論文が載っていました。

要は IT 部門にデータ品質の問題を担当させて

も、うまくいったケースはないというのです。

データ品質というのは、作成した瞬間に決まる

ものであって、データ作成における業務プロセ

スを改めさせる権限が IT 部門にない以上は、

任せても仕方がないということを言っています。 

 最近、CIO(最高情報責任者)よりもCMO(チー

フ・マーケティング・オフィサー＝最高マーケ

ティング責任者)の影響力の増加を予想する報

道も見かけるようになったのも、IT 部門の存在

感が少々薄くなっていることの表れかもしれま

せん。 

 ただし、IT 部門を飛ばして、経営企画や利用

部門に直接リーチする営業戦略がそううまくい

くのかどうかは、正直言って疑問もあります。

ある大手ユーザーのマーケティング関係者に

IT ベンダーの営業の評判を最近聞いてみたの

ですが、評価は芳しくありませんでした「売り

たいものが最初から決まっていて、それを売る

ことしか考えていない」という意見で、なかな

か会話がかみ合っていないような印象でした。 

システムの要件を取り決めるやり取りも、IT

部門ではなく CMO が相手となるとますます大

変になるはずです。 

 ですので、ビッグデータブームの裏で、「誰に

売り込むか」「誰と売り込むか」を再考する動き

が IT ベンダーの間で出ていることは間違いな

いのですが、やはり IT 部門にもっと影響力を

発揮してもらうのが IT ベンダーにとって望ま

しいという揺り戻しが来る可能性もあり得るよ

うに思います。今後の方向性はまだ必ずしも明

確ではありません。 

3.2 行き過ぎた「データサイエンティス

ト待望論」への疑問 

 データサイエンティストの人材像に関する議

論も決着はまだ見えきってはいません。いろい

ろな講演や報道を踏まえると、現状では下記の

ようなことがデータサイエンティストの人材像

について言われています。 

 

・業務改善の仮説を立てて、事業部門の現場

に提案できる 

・データの収集・加工ができる 

・統計手法を駆使できる 

・分析結果を、現場が分かるように説明し、

勘と度胸のマネジメントを科学的に否定

し、新たな発見で信頼を得る 

  

大阪ガスでデータ分析組織を率いている河本

薫さんという有名な方がいらっしゃいます。河

本さんは、データを業務改善に生かすうえで、

データ分析のスキルが高度なものかどうかがそ

れほど重要だとは考えていないようです。ある
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講演では「分析スキルについては、ツールの操

作が分かっていればいいと思っています。統計

手法の高度さに凝るよりも、データを集められ

るだけ集めて多く使う方が、いい結果が出るこ

とが多いです」と言っていました。 

 これがまた重要なのですが、「現場の勘と度胸

を頭から否定すると大体けんかになるので、否

定してはいけない」と彼は言っています。この

ぐらい現場には密着してやらなければいけない

ということで、非常に苦労人だということがよ

く分かるコメントです。 

 このほかデータサイエンティストの苦労話と

して他の企業の人からも 

・分析結果を出しても、「そんなの分析しな

くてもおれたちは分かっていた」と利用部

門から反応されることが結構多い 

・利用部門に回帰ロジスティックやツリー分

析など説明しても拒否反応を起こされる。

むしろ、やみくもに高度な手法を適用する

よりも分かりやすい手法で分析して説明

することを心掛けている 

・段取りと話法が大事。早い段階でどういう

指標を良くしたいのかについて合意を得

る、一方的に結論を提示するのでなく複数

の選択肢を提示して相手に選ばせながら

進める、等 

といった話も聞きました。 

 すなわち、企業で待望されているデータサイ

エンティストの人材像は、単なる統計屋さんで

はないということは確かです。 

 ただ、こうしたビジネススキルをあれこれと

身につけたデータサイエンティストなくして

ビッグデータ活用は進まない、というのは

ちょっと理想論に走り過ぎている気がします。 

現場には本当にデータで説得されたいという気

持ちがあるのか。そもそも業務改善・改革マイ

ンドが現場にあるのか。そういったことまで含

めて冷静に議論すべきだと思うのです。経営層

や利用部門の側の意識改革とセットで、むしろ

組織デザインの問題として捉える方が現実的な

のではないでしょうか。 

これは私の仮説ですが多くの企業では、経営

層や IT 部門、利用部門のそれぞれで、ビッグ

データに向き合う姿勢が以下のようにバラバラ

なように見えます。 

 経営者の多くは、「経営状態の可視化」は望ん

でいるのですが、データの活用イメージまでは

考えずに、「IT 部門が活用方法を提案してくる

べきだ」と活用方法の考案を丸投げしている話

がよく聞こえてきます。 

 一方、日本の IT 部門の立場で考えると、ど

れだけ価値があるかどうかもわからないデータ

の有効な活用法を、Hadoop のような OSS を使

いながら、発見してくれ、といわれるのは、こ

れまでの基幹系システム構築などとはまるで

違った業務です。しかも、一般企業でいうビッ

グデータは顧客データだとJUASの調査結果で

出ているわけですから、コンプライアンスや情

報セキュリティーの問題も関わってきます。し

かしこうした IT 部門の戸惑いが、利用部門や

経営者に理解されているとは思えません。 

 利用部門の意識の壁としては、「自分たちの業

務ノウハウをデータで形式知化されて素直に喜

べるのか」という問題があります。あるコンサ

ルティングファームの BI コンサルタントによ

れば、データで得られた知見に基づいて A/B テ

ストをして成果を見極めることさえ、きちんと

やろうとしない企業が珍しくないそうです。 

 企業内のデータサイエンティストは、使えそ

うなデータを探して、データの欠損を埋めたり

異常値を修正したりコードや単位を他のデータ

と揃えたりといった整備作業だけで、かなり時

間を取られるようです。その一方で、現場観察

から仮説を立てること、分析結果で人を動かす

ことが、得意な人は少数派でしょう。 

 大阪ガスの河本さんの講演にあった話ですが、

データサイエンティストには四つの壁があると

いうことでした。 

 

① データの壁。ビジネス課題の解決に必要な

データが完全にそろうことはまずありま

せん。 

② 分析の壁。人材が確保できるかもあります

が、有効な分析結果を短期間で出せるかと

いうことも結構大変だといいます。 

③ KKD の壁。勘と経験と度胸の壁を乗り越
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えられるかは、分析結果が出てみないと実

は分かりません。 

④ 費用対効果の壁。どう評価を受けるか、ど

う経営層に納得してもらうかということ

です。 

 

 ネットサービス企業の業務は、もともとデー

タ活用に向いています。顧客の行動データを

ウェブで簡単に取ってこられますし、データ活

用して改善する対象は多くの場合、ページデザ

イン程度です。A/B テストも簡単にできます。 

 しかし一般企業では、営業部隊のアクション

を変えるとか、コールセンターのアウトバウン

ドサービスを変えるべきだといった提案をデー

タサイエンティストがして、関係者を巻き込ん

でいくのは大変だと思います。 

こういったデータに基づいた改善活動が多く

の企業に広まっていくには、卓抜したデータサ

イエンティスト人材の出現を待つだけではなく、

組織デザインの在り方ももっと議論が盛り上

がってよいような気がします。 

4. おわりに 

 本日の話を総括すると、ユーザーの業種や組

織の立場によって温度差が非常にあります。し

かし、いろいろなところで壁にぶつかってビッ

グデータの活用推進活動は停滞する可能性もあ

ります。 

 特に、ユーザー企業における組織デザインの

議論が置き去りにされているので、ぜひ情報シ

ステム学会の方にその辺を頑張って啓蒙してい

ただきたいと私は思っています。 

 最後に一つ余談ですが、最近、機械学習や人

工知能が技術分野で非常に盛り上がっています。

ただし「過適合・過学習」の問題が、あまり世

間的に話題になっていないのは、私はちょっと

怖いなと思います。 

 ビッグデータの何がノイズで何が本質的なシ

グナルかを見極めないで機械学習をしても、将

来予測は当たらないので、気を付けないといけ

ません。この過適合・過学習の怖さについては

手前みそで恐縮ですが、日経 BP から『シグナ

ル＆ノイズ 天才データアナリストの予測学』

という本が出ていて詳しく書いてあります。非

常に面白いので、ぜひご一読いただきたいです。 

 あまり将来を指し示す結論はなかったかもし

れませんが、私なりの問題提起を今日はさせて

いただきました。ご清聴ありがとうございまし

た（拍手）。 


